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【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
ｐ ３ ８ マ イ ト ジ ェ ン 活 性 化 タ ン パ ク 質 （ Ｍ Ａ Ｐ ） キ ナ ー ゼ 阻 害 剤

Ｉ 型 糖 尿 病 の 発 症 を 予 防 す る 。
【 請 求 項 ２ 】

が 熱 シ ョ ッ ク タ ン パ ク 質 に 対 し て 増 加 し た 免 疫 反 応 を 示 す 、 請 求 項 １
。

【 請 求 項 ３ 】
熱 シ ョ ッ ク タ ン パ ク 質 が Ｈ Ｓ Ｐ ６ ０ で あ る 、 請 求 項 ２ 。
【 請 求 項 ４ 】

３ ８ Ｍ Ａ Ｐ キ ナ ー ゼ 阻 害 剤 が ｐ ３ ８ α 、 ｐ ３ ８ β 、 ｐ ３ ８ γ も し く は ｐ ３ ８ δ に 対 し て
選 択 的 で あ る 、 請 求 項 １ 。
【 請 求 項 ５ 】
患 者 が ヒ ト で あ る 、 請 求 項 １ 。
【 請 求 項 ６ 】

３ ８ マ イ ト ジ ェ ン 活 性 化 タ ン パ ク 質 （ Ｍ Ａ Ｐ ） キ ナ ー ゼ 阻 害 剤
上 昇 し た 血 糖 レ ベ ル を も 者 の 血 糖 レ ベ ル を 低 下 。 　

　 　 　 　
【 請 求 項 ７ 】

３ ８ Ｍ Ａ Ｐ キ ナ ー ゼ 阻 害 剤 が ｐ ３ ８ α 、 ｐ ３ ８ β 、 ｐ ３ ８ γ も し く は ｐ ３ ８ δ に 対 し て
選 択 的 で あ る 、 請 求 項 ６ 。
【 請 求 項 ８ 】

者 が ヒ ト で あ る 、 請 求 項 ６ 。
【 請 求 項 ９ 】

３ ８ マ イ ト ジ ェ ン 活 性 化 タ ン パ ク 質 （ Ｍ Ａ Ｐ ） キ ナ ー ゼ 阻 害 剤 を 含 ん で
成 る Ｉ 型 糖 尿 病 を 罹 患 す る の 体 重 減 少 を 抑 制 す る 。

を 有 効 成 分 と し て 含 ん で
成 る 、 Ｉ 型 糖 尿 病 に 感 受 性 の 患 者 の た め の 製 薬 学 的 製 剤

患 者 記 載 の 製 薬 学 的
製 剤

記 載 の 製 薬 学 的 製 剤

ｐ
記 載 の 製 薬 学 的 製 剤

記 載 の 製 薬 学 的 製 剤

ｐ を 有 効 成 分 と し て 含 ん で
成 る 、 つ 患 さ せ る た め の 製 薬 学 的 製 剤

ｐ
記 載 の 製 薬 学 的 製 剤

患 記 載 の 製 薬 学 的 製 剤

ｐ 有 効 成 分 と し て
、 患 者 た め の 製 薬 学 的 製 剤



【 請 求 項 １ ０ 】
３ ８ Ｍ Ａ Ｐ キ ナ ー ゼ 阻 害 剤 が ｐ ３ ８ α 、 ｐ ３ ８ β 、 ｐ ３ ８ γ も し く は ｐ ３ ８ δ に 対 し て

選 択 的 で あ る 、 請 求 項 ９ 。
【 請 求 項 １ １ 】

者 が ヒ ト で あ る 、 請 求 項 ９ 。
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ｐ
記 載 の 製 薬 学 的 製 剤

患 記 載 の 製 薬 学 的 製 剤
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